
笠
 

全末町役場戦員配置匿1 

1 Lー 
I 豊業中毒A 

林
産
吻僕
h
巨
一
 

一
 

,
 

ク
 

中
谷
専
＋
筋
 

ク
 

千
葉
マ
チ
子
 

1
、
孫
碗
の
賦
課
に
関
す
る
事
項
 

2
、
＋
班
台
帳
、
地
図
名
寄
帳
の
伽
哉い

に
関
す
る察
項
 

3
、
地
積
に
関
す」
勾
事項
 

4
、
建
物
に
関
す
る
峯
項
 

5
、
課
視
物
件
の
移
動
及
び営
業
に
関

す
る
嘉
項
 

6
、
平
衡
交
付
金
に
関
す
る京
項
 

7
、
財
産
区
水
利
組
合
の
賦
課
に
関
す

る
幕
項
 

8
、
納
税
貯
器
に
関す
る
事
項
 

9
、
固
定
質
産
肝
価
酬
務
に
関
す
る
事
 

1
0、
そ
の
他財
務
に
関
す
る
皐
項
 

微
緊
 

係
 
藤

田
 
要
進
 

ー
、
略
税
の
徴
牧に
関
す
る
事
項
 

2
、
謂
納
処
分
に
関
す
る
事項
 

3
、
財
産
区
水
利
組
合
の
賦
課
金
微
牧
 

に
関
す
る
宗
項
 

統
計
係
 

課
 
長
 

西
沢
小
市
郎
 発

行
所
 
金

印
刷
所
 東
 

印奥木 

日 町 
犀り 

報役 

局ネ七基I 

金
木
だ
よ
り
は
毎月
一
同
発行
し

各
世
帯
毎
に
一
部
ず
う
無
料
配
付

致
し
て
お
り
ます
、
 

・

束
北
地
方
の
農
果
抜
衛
に
研
究を
か
さ

熱
”
二
の
並
河
（
農
林
一
号
生み
の
親
 

）
と
い
わ
れ
て
い
る
農業
試
験
場
U
技

師
は
農
民
に
こ
う
呼
び
か
け
て
S
る
。
 

『
東
北の
農
民
が
過
去
の
経
験
に
釈
り

過
●
、」
、そ
の
結
果
、不
安
定
な
気
象
や

同
害
に
対
す
る
」
〈虚
を
あ
ま
り
「
拡
わ
 

」
す
ぎ
る
。
 

ま
た
自
分
の
田
圃
の
潮
汝
水
の薄
堅
c
 

え
殆
ど
知
ら
な
い
と
い
う
農
家
が
多
い

員
村
に
新
技術
な
り
、
新
し
い
農
家
経

営
か
」導
入
す
る
こ
と
は
、
い
う
は
易
く

し
て
行
い
難く
な
か
なか
行
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
 

要
は
農
民
の
膿
来
に関
す
る
智識
の
向
 

上
も
緊
山
（
事の
ー
つ
で
あ
こ
と
。
 

最
近
部
落
に
入
つ
て
み
る
と
、
ぽ
つ
ぽ
 

つ
農
事研
究
会
、ま
た
は
4
1
1ク
ー
フ
プ

が
作
ら
れ
て
翼
面
目
な
研
少
年
違
が
集

り
、
村
女
の
農
巣経
営
の
在
り
方
を
農

村
生
活
と
結
び
つ
けて
封
建
的
な
社
会

麟
構
、
生
産
機
構
の
改善
を
目
指
し
て

研
究
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
1
プ
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
大
変
に
喜
ば
し
い事
で

あ
る
。
 

こ
っ
した
青
少
年
の
『
集
い』
が
、
各

部
落
毎
に
ど
し
ど
し
作
b
れ
る
こ
と
の

一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
か
顧
つ
て
や
ま

な
い
。青
少
年
ク
ラ
ブの
入
達
が
、
何

か
や
っ
2
午
る

と
先
ず
ぷつ
か
る
の
 は

十
年
一
日
の
農法
や
『
翠
子

り
慣

れ
る
式
』
の
孝
え
方
の
経
営
主
と
の
問

題
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
員
が

『
一
生
懸命

に
勉
強
し
て
経
営
の
改
善
や
栽
堵
法
の

改
艮
を
や
ろ
う
と
して
も
二
、
」
冊
の

診
考
警
を
説
んだ
り
、
講
演
会
を
一
寸

聞
い
た
か
ら
と
て
、ま
か
せ
ら
れ
る
も

の
か
」
と
な
か
なか
ゆ
る
して
く
れ
な

い
・
一
看い入
逮
か
ら
相
談
を
う
け
るこ

と
が
た
び
た
び
あ
る
。
 

自
ら
の
び
よ
うと
す
る
青
少
年
ク
ラ
ブ

の
芽
は
、古
い
農
村
の
因
習
に
害
さ
れ

マ
ょ
れ
や
ず
い
。
 

だ
か
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
青少
年
同
志

自
ら
が
お
互
に
自
分
の
芽
を
つ
み
と
る
 

の
愚
か
」
して
い
る
場
合
も
ま
た
あ
る
こ

と
と
思
う
。農
村
に
こ
ろ
が
つ
て
い
る

数
女
の
む
じ
ゆ
ん
を
解
決
し
、青
少
年

が
の
び
やす
い
よ
う
に
後
押
し
し
た
り

助
言
し
た
り
す
る
こと
が
吾
女
普
及
皿

の
務
め
で
あ
る
。
農
（
，
故艮
皿
及
事
巣

で
青
少
年
ク
ラ
ブ
活
動
の
育
成
を
、
モ

の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
お
の
は

農
村
に
お
い
て
最
も
敏
感
に
農
承（
改
良

の
必
要
か
感
受す
る
の
は
純
叫
な
青
少

年
で
あ
り
、
鵬
投
員
の
協
力
を
う
け
て

農
楽
の
改
艮
に
率
先
す
る
の
は
、
誰
取

の
気
性
に
富
ん
だ
膏
少
年
だ
と
い
う
こ

と
に
よ
る
と
思
う
。
 

青
少
年
の
集
り
が
普
及
」
と
連
絡
を
密

に
し
て
、
農
粟
縄
営
の
改
善
に
鵬
蕪
技

術
の
改
良
普
及
に
、
農
家
の
生
活
改
善

に
、
展
示
普
及
活
動
に
進
・
を
」増
七

て
く
れ
る
な
らぱ
わ
れ
わ
れ
の
活
勤効
 

果
も
著
し
く
高
め
お
れ
る
こ
と
に
い
・
フ

ま
で
も
な
いこ
と
、お
互
に
、
に
」い
よ

し
、
助
け
合
つ
て
そ
し
て
新
し
い
に
村

建
設
の
ため
に
一
致団
結
し
て
謝
み
た

い
と
思
う
。
（
金木
地
区
農
改
許
愛に

背
森
県
抜
師
岩
田嘉
行
）
 

今
ま
で
に
結
成At一れ
た
当
町
内
青
少
年

ク
フ
ブ
並
び
に
雌

Iト
研
売
会
は
次
の
通

り
 

金
木
青
少
年ク
ラ
ブ
会
長
 津

島
政
次
郎

川
倉
青
少
年
之
フ
プ含
以
 白

川
 
粉
離

藤
技
ク
 
主
一

一
成
田
 
平
二

蒔
田
ク
 

「
て．一
佐
藤
 
欣
一

川
倉
農
事
研
究
会
一
 
に
 
耳
国
 
舜
蔵

蒔
田
農
事
研
究
パ「
 
に
 
吉
田
 済
作

沢
部
農
事
研
究会
三
』
 
吉
田与
七
郎

農
業
技
術
振
興
会
会
長
 泉
谷
一
則美
 

号
 

(
4J
 

1
 

、
 

青
少
年
に呼
び
か
け
る
 

ク
 

ク
 

竹
ケ
原
保
江
 

【
写
員
 新
機
構
」
じ
町
発
展
を
期
す

の
金
木
町
役
場
庁舎
全
景
 的
執
務
 

中
の
金木
町
役場
職a
】
 

工
藤
 

栄
 

高
需
 
降
子
 

果袈蛋留

舌撃爵爵 難虜誉「 

昔
は
わ
ら
E
で
往
復
 

一
 

心
に
し
た
隣
接
の
西
北
 

及
ぼ
す
影
響
の
如
何
に
 

あ
る
か
は
今
更
寅
J
ま
 

金
木如

森
間

の
直

通
道
路
予

定
 
g
  
と
思
う
。
 

甲
 
な

お
こ
の
開
拓
掛一
は
 

沼
つ
た
所は
道
幅
」
釆
 

灘
鷲
蕪
難
舞
難
競
嬢
 

麟
鷺
鷲
難

罵
鰍
漁
 

現
農
皆
さ
ん
ち
こ
存栃
と
恰
り
東
 通
正
路が
盟

さ
れ
る
の
で
は
な
い
い
ーら昭
和
一
下
聖
土
 
r九
ら
ま
で
 
肥
 

か
あAj西
か
ら議
杯
軌雄
ポ
敷ナ
義
、
一慮
「
b
 

一
の
間
に
君れ
勾冬
廷
）
警
用
い
 
一
、選
挙
人
名
簿
に
「
 

こ
の
豊
の
契
」て
い曾
？
」
ろ読
 
な
n
課

豊

の
繋
れ
て
な
い梅
五
 ら
れ
る
基不
鳶
挙
森

＼
、九
月
・T
 
 
ー
、
年
齢
満
二
4
喜

露
で
僅
か
凡十
ロ
、撃
で
』
菱
一

t
山
部分
に
「
七
は
脅
筒
拓
噺
の
議
易
奮

調
製
さ
m
一」と
髪
つ
一

和
粂

士
万

一14
 

時
間
半
と
い
ー
っ
短
い
商藩
で
、
”
に

‘J
入
粗
を
県で
夷
澱
して
い
る
の
で
、こ
 て
い
ま
ず
刀
で
主紀
り
ぎ

羊
・
安り
一
 ・n
た
も
り
）で
招
」
 

既
に
期成
同
盟
七謡
警

難
入

植
一
器
に
噴
斜
の
緩
ゃ
か
な
累
で
、時
れ
も
近
年中
に
筆
始
 マ
つこ
と
が
 

に
す
る
計画
で
、
工
嚇
 

醜
鷲
」
」
「班
雄
競
講
「鷲
騒
壁
繊
羅
響
籍
確
緯
認
」
筆
 

肥
 

た
走
 

ー
サ
 

一
 ●
‘
 
 
'
!
 

r
  

K
  
』
α
‘
 

】
 

『
・
 
‘

！
ー
‘
・

？
血中
 

トー
1
1
 

‘
 
ー

ー
ー
ー
 
 

．本ー音象向均拓・，癖辻査迫造井喜皿 

 

"
 

  

 

, 

町
当
周
で
は
町
行政
の
円
滑
な
巡
営と
事
務
処理
か
迅
連
確
爽
に
す
る
た

め
、
六
月
二
十
六
日
の
慶
時町
餓
会に
従
来
の
第
一
課
、第
二
課
の
二
課
 

一
・
、
卿
か
謡
止
して
、
響
、

税
費
要

の
三
課
とす
る
こ
と
を
提
案
して
 

／
九
月
一
日
か
ら
三
課
の
 

新
機
構
人
事
で
業
務
開
始
 

一
、庶
務
課
 

、
‘
 

 鍵
 

可
決
と
な
り
、
去
る
九
月
一
日
に
は
こ
の
改
正
部
課
設
軍
柔例
に
基
い
て

人
苦

大
異
励
か
発
令
した
が
、
事
務
の
分
担
は
次
の
通り
で
噛
g
 

す
る
事
項
 

5
、
」
」
馬籍
に
関
す
る
字
項
 

6
、
士
妬
散
長
区
に
内
す
る
事
項
 

統
計
係
 

1
、
諸
統
計
調
査
に
関
す
Q
喜
項
 

2
、
職
梁
に
関
す
る
宇
項
 

3
、
山
小
企
巣金
融
に
関
す
る
事
項
 

4
、
土
木
建
築
に
関
す
る
事
項
 

⑥
金
木
町
教
音
委
員
会
事
務
局
 

教
畜
長
事
務
取
扱
 

山
谷
 
新
一
 

総
務
係
長
 
田

中
長
右
衛
門
 

学
椿
給
以
青係
長
 

西
沢
小
市
郎
 

社
会
教
育
係
長
 
工
藤
 
宋
 

、
 

も
 

ー
ー
‘
 

」
 

ー
ー
‘
ー
 

ミ
ー

き
ー

さi

s
s・
ミ
い
ー
§
ー

§
富
・
xさi
s
§
ー

i
s
s
i
s
さ
ー
ミ
、
s
s
i
sミ
‘
×s
ぶ
滴
ミ（
！
ミ曙
ミ

ぜ
感
1

ミ
i

ミ
壇

s
、壇
 

一
 
第
十
六
圃

会
総
決
算
 

鰐
嬢
一
醸
薮
羅
騒
勲
 
難
難
二「聾
 

一

例の
”爵
裸
一
ま
で
ひ
きど
し
、スツ女
モン
ダの論
争
』
り
郵

専
く農
の
帯
 
麟
い

文
下5美
皿
業
・
話
る
畷
）

麟
髄
薦

継
醸
黙
編

磯
 

？
 
さ
せ
て
農
と
な
つ
套
工
ハ
特
別】m
会
の
総
決卑
を
こ
ーと
響

た
。
い
つ
た
い
ど
ん奮
寮
麓

M
~
J一
 
劃

藷
の

方
法
の
規制
に
讐
る
 損
失
補
慣
か湧
成
し
、ま
な
過
府
 た
持
、

ず
八蔵
未
沸
ま
た
叱
 

一
「）
醸鯵

響
）蕊
競
」
件
舞
難
難
舞
響

麟
灘
夢
寺
別
難臓
 

！
 
殊
現
象
 

係
 
約
 

整

で
財
源
議

ぢ
か
な
け
れ
」
し
、
」
簡
の
時
取
汰
で
ある
。
 
損
篇
慨
関
係
法
 

加
給
は
一
含
署
任

ー
独
 

”
 
ョ
E
？
」
たA起
よ
亡
冬

フ
 
ト

・
財
牛
ロ
 

る
ニ
二
ら
セ
、
I
）
、勺に
いり
・r
 
 
ース
ふ

制
法
〕
 

港
酒
需
促
簡
法
 

共
麗
の
祖
父
母
に
対
して
．
 

日
、
十
日
囲
会
と
な
つ
た
。
こ
の
間
 
件
。
 

汝
  

l
‘
…
 ・
 

二
』
・、‘i
  
ー
！
 
…ー
二
’
 

一
 昌
どい
“
一
CH
T
一
，1
 

1
、
ミ
ド
ー
・
j
一
？
具
【t
》
つニ
一一
、
 

 

F
う

」
、
臣
ーブ
ー
 
ー
ゴ
”
I
「立
つ

‘r
・d
メ
勾
レ
プ
ン
こハ
ー9
ド
、
 

z
  

也
・r
一
牛o
 
 
・
 

よ
？
一
に太
晦
野
こ
甘
r
ら
寺
川
化日
献
 
，

ー
，
一
．：
 
ー
 

ヒ
・
小、
叱
駿
に
対
す
急
．

J
必
に
／
d
 

年
P

一奪
争
廿
撃
一
z
『
 
 
二紺
α

！l
E
珍
P
と
し
て
レ
ーぐ
カ
 

U
  
北
・1
一
必ー
 
．
 

え
・
，
」」
ノ
弁
）
ク
？
〉
に
文
】
，2〉事
］”
心乳d
 

ド
ノ
．1
，

・‘
一
」
 
ノ
 

 

1
1
1．
 

』
．1
 
1
.
.
J
 
',
．
 

‘
ーく
 

ー
ー
 

些
 

投
完
是
日
、
十
、
牛
、
戊
‘L
《
ろ

・r
  
＆
冬
つ
多
女
‘d
バ
ョ
乙
う
、
 ノ
1
1
 

 
』
」

去

察
 

官
野
士
果
征
ず
る
陳
獄画
婆
の
制
か
 
遺
族
ガ午
刈
）
と
な
る
 

二
十
五
ロ
」延
長
し
た
ほ
か
加
 

公
一
 
」
ォ

乃
山卦
」廿
「ノ
Jー
「ノ
費
“
 
月
山
Il
的
りり
 
ど
苦
に
宍
髭
捧
」刀
巨
！Mす
一
 
 
1し
山
）
 
4‘・
、ス
ー
J
 

「
羊
一．4
r《
》
，

一・ノ
．1
 
r才
 ．
．
ー
，

．‘
ー
 

一
 ，
 
‘
ー
 コ
「
 

ー
 

、
 

m
一
四
午
・戎
業

公
市
月
“t

也
・
二
 
叱
高
，
齢
嵩

で
破
立か
晦
て
い
 
小
額遂
塞

窪
及
び
昭開
金
濡
故什
 を
慮
げ
ろo
 

米
嬬
響
留
守
農
等
「
 
」
。
 署

は
裁
判
官
の裁
囲
に
葉
 

⑥
金
木
町
農業
委
員
会
 

中
荏
 

一
 

一
 

ー
、
金
木
町
に
層
住
〈
 

軍
》
 
夢
綴
「

」
裾
現
在
一
 

鷲
繍

声
難

刑
一
 

戸
に
配
布
に
な
り
ま
 

勢
 
罵
些
 
灘
灘

『
 

了
 

．
 

臣
し
て
下
さ
い
。
 

金
木
随
 

一
【詳
讐
 

ク
 
ー
戸
 
ア
ツ
 

ク
 
外

崎
 
フ
ミ
 

1
、
職
負
の
進
退
及
パ勇
分
に
関
す
る
 

町
項
 

2
、
公
印
の
管
守
に
関
す
る
京
項
 

3
、
文
番
の
敗
父
発
迭
に
関
す
る
事
項
 

r
、
証
明
に
関
す
る
事
項
 

5
、
戯
入
歳
田
予
算
に
関す
る
慕
項
 

6
、
条
例
規
則
の
設
定
改
廃
に
関す
る
 

事
項
 

7
、
未
決
文
嬰
の
圏
査
に
関
す
る
事
項
 

8
、
当
直
に
関
す
る
事
項
 

9
、
町
臓
会
に
関
す
る
準
項
 

1
0、
選
挙
に
関
す
る
事
項
 

1
1、
起
債
並
に
一
時
借
入
金に
関
す
る
 

事
項
 

1
2、
町
有
財
産
及
バ善
戴
錫
管
理
に
関
 

す
る
準
項
 

1
3、
他
の
主
管
に
属
せ
ざ
る
察
項
 

広
報
係
 
係

長
 
工
藤
 
栄
 

係
 

小
田
桐
 
昇
 

ー
、
町
底
報
に
関
す
る
察
項
 

2
、
各
課
広
報
事
務の
遮
籍
翻
整に
関
 

す
る
嚇
項
 

3
、
世
”謝
査
並
に
公
艶
会
に
関
す
る
 

事
項
 

民
籍
係
 
係
長
 
野
崎
 

昌
一
 

係
 

白
川
 
長
吉
 

（
住
民登
鎌
、
配
給
）
 

1
、
戸
籍
に
関
す
る
事
項
 

、
犯
山露
「
分
に
眺可
つ
研
項
 

3
、
改
氏
名
に
関
す
る
察
項
 

4
、
住
民
豊
録に
関
す
る
事
項
 

5
、
外
国
入
豊
録
に
四
す
る
慕
項
 

課
 
長
 

・

m
・
谷
 新
一
 

田
・
巾
・
 
雀

津
島
 
請
一

小
田
桐
 
昇
 

（滑
 
防
）
 6

、
中
要
食
糧
の
配
給
に
関
す
る
事
項
 

教
育
民
生
係
 
係
長
 
津
島
 清
二
 

係
 
津

島
 
賢
進
 

1
、
生
活
援
題
に
関
す
い
京
項
 

2
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
専
項
 

3
、
行
路
希
食
び

同
死
亡
入
に
関
す
 

る
箪
項
 

4
、
外
地
引
掲
援
謹
に
関
す
る幕
項
 

5
、
保
奇
所
に
関
す
る
事
項
 

6
、
滑
防
に
関
す
る
事
項
 

7
、
』
毒
及
び
社
会
教
育
に
関
す
る
事
 

8
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
幕
項
 

用
度
係
 
由
納
室
（
敗入
役
）
 

ー
、
物
品
の
用
度
及び
管
理
に関
す
る
 

事
項
 

2
、
場
内
の
取
締
及
び
消
掃
に
関
す
る
 

』
け項
 

ニ
、
税
務
課
 

為
蔑
  

四
郎
 

"

‘
ー
 
唾
 

賦
課
係
 

係
長
 
工
藤
 勇
義
 

係
 

野
呂
儀
兵
衛

ク
 

高
橋
 
英
雄
 

産
業
係
 

係
長
 
対
加
 
秀
遠

係
 
白

川
 
常
一
 

（土
木
建
築
抜
手
）
 

ク
 

白
川
 
重
一
 

（統
計
）

、
 

ク
 

大
橋
 
隆
治
 

（農
嚇
横
手
」
 

1
、
農
、
商
工
、
鉱
繋
に
関
す
る
事
項
 

2
、
林
産
、
審
産
及
び
水
産
に
関
す
る
 

・

争
項
 

3
、
度
量
衡
に
関
す
る
事
項
 

4
、
農
地
、
供
米
関
係
反ひ
届
拓
に
図
 

一
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六
圃
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総
決
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掲
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ょ
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貸
付
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Q
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臓
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異
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ハ＋
巌
N「
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搬
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方
税
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れ
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。
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一
⑥

籍
熊
 

休
聴
 

俣
母
 

六
月
四
日
 
金
木
町
書
記
椿禾
治
郎
死

亡
退
職
 

七
月
一
日
 
金
木町
保
膏
所長
琳
移
取

扱
工
藤
栄
 
一

七
月
八
日
 
金
木
町
滑
防常
備
運
転
手

福
氷
操
用
 
一

七
月
十
六
日
 
金
木
町
書
記白
川
常
一

採
用
 
一

七
厘
手

・
一日
 
保
膏
所
保母
高
島
高
 

一
追験
 

一

八
万
一
H
 
俣
膏
所
保
母
竹
ケ
尿
保
江

探
用
 
一

一
八月
」
r
百
 
棄
町

広
報
妥
い
斎

一
 
藤
昭」
辞
任
 

九
月
一
F
 
機
構
改
革
に
伊い
入
・』ー気
 

一
翼
令
 

一
 

辞
 

令
 

I3 
 

詳讐 
ィシノ 
、ノ ン  ‘ 

誘
襲
磁
熱
」
襲
 

一
 
費
「
．

，‘
ノ
 

．
 覇
院
そ
の
他に
入
”
 

」
一
 
は
、
当
町
の
家
葉
 

と
こ
”
つに
、
費
録
一

二
、
澱
暴
入
名
簿
塩
 

『
，
暴
い
者
。
 

2
、
保
安
除
に
入
除
山
 



網
灘
響
 

言
鼻，

鼻！
《
 

奪
澱
壌
峨
藻
「
響
隣

熟
驚
難
桝
 

『
『
 

叫
、
 

I
『》

多
ー
彦

（〈
ー
多
ー

wー

”
弓
 

一
百
 資
の
川
原
祭
典
 

四
日
 
町民
運
動
会
 

六
日
 
町教
脊
お
貧
会
 

入
日
 
第」
面
レコ
1
ド
・
コ
 

ン
サ
1
ト
 

三
日
 
川倉
区
議
会
協臓
会
 

四
日
 
町教
育
管
只
会
 

四
日
 
保育
所
迎
営
報
H
会
母
 

の
会
 

五
日
 
選挙
管
理霧
貝
協
蹴
会
 

六
日
 
保膏
所
撤
管
（
費
会
 

七
日
 
瞬安
会
役員
会
 

八
日
 
川倉
区
議
会
 

八
日
 
総務
常
任
爽
員
会
 

一〇
日
 
母の
会
役
ハ＼
会
 

西
日
 
町
教膏
委
貝
会
 

一四
日
 
母の
会
狙
管
委員
A局
 

議
会
 

一七
日
 
町
税（
覇
表
髪
A
 

一七
日
限

安
会
登
祭
 

一七
日
 
民
生
委員
会
 

穴
日
 
月
例
田
納
検
査
 

一
八日
 
農
協統
合
準
備
お
貧会
 

」
0
日
 
第四
回
レ
コ
1
ド
・
コ
 

十
六
日
以
前か
ら
金
木
町
に
住
居
を

肴
す
る
人
。
 

2
、
保
安
除
に
入
除中
の
も
の
、
ま
た

病
院
そ
の
他に
入
院加
縦
中
ふり
も
の

は
、
当
町
の
家
族の
居
住
して
い
る

と
こ
ろ
に
、豊
録
さ
れ
ま
す
。
 

二
、
選
挙
入
名
簿
に
登
録す
る
こ
と
が

で
き
な
い者
。
 

ー
、
金
木
町
に
居
住を
有
して
か
ら
、
 

九
月
十
五日
現
在で
」
万月
に
満た

な
い
も
の
。
 

2
、
禁
治
産者
。
 

3
、
禁
鋼
以上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ニ
」
 

の
執
行を
終
るま
で
の
も
の
。
 

※
な
お
近
い中
に
名簿
豊
鉄用
紙
が
毎

戸
に
配
布に
な
り
ま
す
か
ら洩
れ
な
く

御
記
入の
上
傘
木
町
選
挙
管
理委
員
会

へ
（当
町
役場
内
）
提
出
し
て
下
さ
い

※
提
m崩
H
十
月
十
日
ま
で
に
必ず
提

出
し
て
下
さ
い
。
 

金
木
町
選挙
管
理
委
皿
会
 

さ
ん
】
 

昨

年
か
ら

現
在
ま
 

拾
八
万

円
（
 

（
消
 

◇
朝
日
町
 

寄
附
総韻

（
四
六
入分
）
 

一
四
、
六
O
O円
也

秋
谷
永
一
、竹
内
型
『
、仁
藤
直
太郎

金
木
第
一農
協
、櫛
引
兵
吉
、
津
島
文

治
、
秋
村
忠
戦
、
竹
内
佐
右
衛
門
、角

田
維
太
郎
、工
藤
清
蔵
、木
工
』
」
郎

負
国
惣
之助
、
中
村
与市
、
由
・
」
〈
松太

郎
、
小
林
オ
助
、
奈
良
克
夫
、工
藤
専
 

」
郎
、加
賀
田
新吉
、
秋
田
栄
、阿
部

鉄
雄
、一中
村
健
輔
、
小
山
内勇
次
郎
、
 

角
田
オ
太郎
、
千
田
正
蔵
、畏
鵬
小
市

田
濁
吉
、
角
田
長
作
、田
中
長
五郎

秋
谷
長
助
、
石
戸
谷
オ
吉
、
角
田
政
之

助
、
伯
笛
帯
五
郎
、
山
田
ョ
ネ
、安
田

惣
五
郎
、
山
田
丑
吉
、山
田
万
之
喫

高
橋
樫
一
郎
、
小
林
響
助
、価
引
富
士

雄
、
小
林
雄
之
助
、
近
村
絞
雄
、福
土
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．く
 

一
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衆
、
参

両
議

院
で
 

地
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す
る

請
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採

択
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」
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、
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l
J
 
 

噌
嘱
《
麟
文
び百
災
肱
嫉
こ
おけ
る
 給
し
，『
雷
導
入
資
金
に
つ
いて
の
 く
峡
養す
る
亘
系
血
族の
な
い
父ま
 
か
規
）
叱
す
る
。被
告
・
分
出
頭轟
（ロ
 切
替
ろ
際
し
て
に
 
現
在
受
けて
一
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一
一
う
じ
編
心
夫
男

静

り
 

秘
（房
五
・
「
我
、
十
銭
通貨
を
本
年
 
潟
鷺迭
法
の改
正
 

具
廃
非
（
の
夫
、
土
ハ
歳
末
満
ま
た
は
 
供
述
拒
否
権
（
鰍
和
粕
〕
告
知
の楓
 
孝稜
染
般
か蓮
。
 
“
」船
の
勢
高
 」
 

プ
七
ン
ダ
り
命
け
ノ
？
う
 

ノ
《
 
 
l
l
~
 
i
・
 
吃
ン
年・
o
 

家
斎
購
入黄
位
の
傘
利
か
由
産
で補
 
は
不
具廃
疾
の
父
母
、鷲
者

が
な
 
検
察官
と
司
法警
察
職
風
と
の
関
係
 と
に
な
つて
い
ろ
。
 伍俸
船
髪
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の
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電
響
業
及
び
石
炭
鉱
薬
に
お
乞
 
給
し
，『
蓄
尋
入
資
金
に
つ
いて
の
 く
扶
養す
一
置
盃
族
の
な
い父
ま
 
か
規
定す
る
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告
分
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替
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際
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現
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春
郵
W
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市
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に
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郵
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謝
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損
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補
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助
成
し
，ま
た
都
迫
府
 
た
は
母
、・r八
歳
未
満
ま
た
は
不
共
 
に
対
す
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措
伽
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各
舞
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い
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廷
ょ
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衆
ド
廃
止
し
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十
窄
ょ
り
皐
語
胆
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設
特
別
響
法
 

不
其
廃
繁
『
子
、」
牟
歳
以
上
ま
た
 
度
と
驚
る
。
犯
罪
細
授に
関
す
る
 静
ル
手
上
け
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を
図
る
こ
  
m
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十
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潟
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上
、有
柳
者
は
洩
れ
な
く
費
録
 

鼻

外
早
く
U
e
令
、
に
 

層

真
 
す
o
昭
和
1
1＋
八年

・t
二
月
二
一
口
か
 
して
下
さ
い
ロ
 

瞬
撤
騎

通
一
・販
乙
い
二
 
、
二

ら
昭
和
二
十
聖

士

月
4
九
H
ま
で
 
肥
 

漁
」
っ
。
 

「
周「
粉わ
れ
る
各
樋の
選
挙
婦
い
一
、

選
挙
入名
簿
に
羅
勢
蕎
者

o
 

な
お
嫌
林
農

の
祭

れ
 

し
靭
石
・
りれ
る
基
不
週
挙
ネ
鷲
、

九
月
十
 ー
、
年
齢
満
二
志
以

上
の
も
の
（
昭
 

 
 
蓄勢

に
つ
いて
は
（
，
 
ー
山
者
の
 
h
H
鼻
在
で
嬰
さ

れ
り
二
Ajに
な
つ
 
和
八
年
十
「月
二
十
一
E
以
前
に
生

ス
械
h
r
県
で
毒

し
て
い
一
，り・
こ
、二
 
て
い
ま
す
？
E
5
Jー

・
」
h

・ガ
お
  

h
と
も
D
）
で
昭
中
一
F
・
八甲
六
月
 

町
保
膏
所
長
臓
叢
 

町
消
防
常
備
運
転
手
 

本
町
書
租
白
川
常
一
 

一
 
一
 

胃
荷
所
保
燥
高
島
高
 

一
 

一
 

す
保
母
竹
ケ
原係
江
 

一
 

”
示
町
広
報
吉
一
斎

下
い
浮
い
入
・
壷
 

F
  
一
 

前
田
清次
郎
、前
田
清
五郎
、
長
尾
天

次
郎
、前
田
正
男
、
前
田
浅
吉
、前
田

撃
『
、前
田
豊四
郎
、
静

宇
太
郎
、
 

前
田
礼
之
助
、
秋
元
東助
、
前
田
柾
古

石
戸
谷運
次
郎
、石
戸
谷ジ
ユ
ン
、前

田
豊
太
郎
 

◇
川
 
倉
 

寄
附
総
額
（1
二
六
入
分
）
 

四
六
、六
九
o
円
世

泉
谷
導
四
郎
、
垂
石
戦
之助
、
中
谷
オ

リ
、
白
川
墜
『
、田
中
照
治
、
千
葉
チ

エ
、安
保
弧
五郎
、
小
野
松
雄
、伊
博

政
武
、
中
谷
金
九郎
、
其
田
豊
七
、田

中
元
太
郎
、（
米
谷
定
五
郎
、
甘
苗
嵩
太

郎
、
サ
苗
藤十
郎
、光
田
勇
、
中
谷
久

次
郎
、泉
谷
亀
太
郎
、
泉
谷
惣
太
郎
、
 

中
谷
昭
夫
、荒
井
由吉
、
外
崎
男
五
郎

白
m坦
畏
郎
、
秋
元
健
之
進
、大
佐
賀
 

」
茨
郎
、白
川
勇
、
大
谷
文
雄
、「
）
容

徳
臓
、
中
谷
二郎
、
白
m
輩
太
郎
、
其

田
雄
蔵
、中
谷
福五
郎
、三
潟
「
主累
 

「
）
容勇
之
助
、
泉
谷
良
七
、
浅
利
惣
一

郎
、
共
田
豊治
、
三
潟
湾
定
、泉
谷
相
 

」
郎
、泉
谷
蔵次
郎
、白
m嶺
助
、
一一
一

潟
森
蔵
、成
田
重威
、
白
川
岩
次
郎
、
 

泉
谷
豊次
郎
、
白
川
健
造
、田
中
英三

郎
、・秋
一
露
造
、中
谷
不
二
、
其
国
 

讐
、

曇
フ

デ
、
曇

爪
兵
衛
、
泉

谷
久
七
、田
中
嘉
右
衛
門
、泉
谷
甚太

郎
、
中
谷
」量
加
衛
門
、（
）
容信
戦
、泉

谷
久
太
郎
、山
」
川
啓
盛
、
白
川
宇
之助

秋
元
金
四
郎
、泉
谷
戦
一
、中
谷
秀
四

郎
、
秋
元
欄
之助
、
田
中
長
成
、秋
元
 

」
天
郎
、浅
利
勇
、泉
谷
清
一
郎
、白

川
福
松
、
白
川
米
次
郎
、白
川
子
之

吉
、
中
谷
宇
一郎
、
白
川
弧
吉
、白
川

堅
治
、中
谷
豊
八
、中
谷
勝
三
、小
野

与
次
郎
、中
（
一
 六
、
泉
（
一
 次
郎
、
 

蕃
置
輔
、

泉
谷
五郎
衛
、
中
村

海
、
其
田
最
春
、対
馬
要
、
斎
藤
り
 

治
、
中
・
谷平
次
郎
、白
川
豊
）（
一
、
対

ー
 

与
一
郎
、
 果
谷
翌
太
郎
、
 
泉
谷
柾
一
 

郎
、
工
藤
五右
衛
門
、
三
潟
友
作
、・
「
 

谷
喜
代
則
、泉
谷
耳
九
郎
、
」
蒲
m豊

果
谷
雄
一
、其
田
市
五
郎
、
・
中
・
谷

・

吉
郎
、
驚
利
整
ハ郎
、
相
周
長
有
・
【
 

門
、
白
川
交
四
郎
、大
谷
柾
吉
、原
田

一
郎
、小
山
内
つ
げ
、中
谷
清
七
、由
・

谷
金
助
、
白
川
佐
吉
、白
川
」
茨
郎
、
 

白
川
吉
、
白
川
与
」
郎
、耳
国
豊
太

郎
、
白
川
篤次
郎
、
中
谷
孫
一
、吉
村

米
五
郎
、荒
関
ス
ワ
、渋
谷
渉
、
泉
谷

条
五
郎
、
泉
谷
専
太
郎
、
柏
崎
龍
太

郎
、
泉
谷
勇
右
衛
門
、泉
谷
信
太
郎
、
 

塁
蒋
三
、
中
谷
湾
行
、金
島
永吉
、
 

暴
谷
華
助
 

入
月
 九

月
号
よ
り
 

木
村
氏
（
船
埼
加
）

考
案
 

金
木
だ
よ
り
の台
宇
採
用
 

『
衆
だ
よ
り
』
脅
号
か
ら
は
現
在

案
営
杯
署
勤
務
の
木
村清
一
氏
潜乗

の
台
宇を
採
用す
る
こ
と
に
長
し
た

台
宇
を
見れ
ば
お
わ
か
り
に
なり
ま
す

が
、
傘
木
町
附
近
五万
分
の
ーの
地
図

を
配
した
も
の
で
あり
ま
す
。
 

（
繋
部
よ
り
」
 

今
月
の

あ
し

あ
と
 

一
細
 

で
叫
 

り
寄
附
モ
の
ニ
 

防
一
寄
 
附
 

金
）
 

勇
、番

災
郎
、
完

験
正
、沢
田

金
雄
、申
村
伊
左衛
門
 

◇
励
静
 

寄
愚

額
（
一
二人
分
）
 

四
、
「
六
〇
円
也

野
宮
中蔵
、
高
橋
慣
一
郎
、大
橋
時
雄

対
馬
蓄
、

黒
滝
健
次
郎
、薦

助
十

郎
、
田
帯
『I
I
ツ
ェ
、大
橋
患雄
、
小
笠

原
響
太
邸
、
川
口
周
次
郎
、沢
田
多
一1
1
 

郎
、
阿
部
金勇
 

〈
脚
 
僚
 

議
畜
（
毛
入
分）

 

●
 

九
「
七
〇
〇円
也

秋
元
送
太
郎
、
前
田
竹
次郎
、
秋
一

太
郎
、建
腿
長
八郎
、
三
上
畏太
郎
、
 

三
上
半
灰郎
、
」
王
市
太郎
、
鈴
木
丈

広
、
前
田
語
違
秋

一
露
次郎
、
長
谷

川
清
造
．前
田
由
雄
、三
上
己
妾
、
 

曹
欝
」」
 

二
十
一停
、
可
決
葬
、
 

鵬
」
ハ
件
、
未
上
程
四

挑
用
十
件
，
可
決
七
費

撤
回
一
件
、
未
上
程
一
 

葦
ヒ

百
七
十
件
、
一
っ
ち
 

n
肩
八

・r
八
牛
。
 

重
「
十
五
件
、
う
ち
探
 

白
五
十
三
件
、
う
云操
 

他
に
つ
い
て
椿
臓

次
の
よ
う
な
従
米

れ
な
か
つ
た
特
殊
 

 

昔
は
わ
ら
E
で
往
復
 

 

一
心
に
しか
隣
援
の
西北
町
村
の発
農
に
 

一及
ぼ
す
影
響
の
如何
に
大
き
いも
の
で
 

ー
あ
る
かは
今
更申
す
ま
で
も
な
いこ
と
 

サ
 

九
月
 
三
 

四
日
 

ン
サ
ー
ト
 

町
致
膏
貧

会
 

総
務
、致
育
民
ルー
 
任

委
員
会
、保
膏
所響

委
員
会
、母
の
会賃
 

A局
会
議
 

四
日
 
川
倉
文臓
会
譲
女
 

五
日
 
稲
作
検
見
（金
木
町
農
 

業
委
員
会）
 

八
日
 
災害
復
旧
工
帯
現
場
検
 

査
 

九
日
 
同右
会
計検
査
 

十
一
日
 
農
繋
委
，
只
会
 

謂
m
秋
季清
鷺
査
 

一一一一一=一一


